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食品が生産、加工、調理され、食卓に届くまでの流れには、多くの人や企

業などの主体が関わっている。すなわち、食品の供給は、複数の意思決定

主体を含むマルチエージェントシステム（MAS）によって担われているといえ

る。現在、このシステムは、安全で栄養に富む食品の安定かつ持続可能な

供給、食品ロスを含む環境負荷の低減など、多くの課題に直面している。そ

して、食品供給のシステムが、全体を統制できる主体を欠いたMASであるこ

とがそうした課題の解決をさらに難しくしている。本講演では、ゲーム理論やメ

カニズムデザイン、ゲーミングなどのMASに切り込むための研究手段を駆使し

てそれらの課題にアプローチしている発表者らの取組みの一端を紹介したい。
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